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 コプロセッシング法（U,Pu共回収法）の抽出ﾌﾛｰｼｰﾄ開発において、MAの一つであり長寿命核種である Npについ

ても共回収する U,Pu,Np共回収ﾌﾛｰｼｰﾄの設定について報告する。 
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1. はじめに  

 将来、使用済燃料中の MA(Am,Cm,Np)は核燃料サイクルに閉じ込め、原子炉で燃焼させることにより高放射性廃

液の有害度の低減が図れるため、MA の共回収技術開発は重要である。MA のうち、Am,Cm は TBP に抽出されないた

め共除染部の抽出残液から回収する新溶媒が必要となるが、Np は TBP への抽出性を有しているため、本ﾌﾛｰｼｰﾄに

おいて、Np共回収の技術開発を行っている。これまで、U,Pu共回収ﾌﾛｰｼｰﾄ開発では、軽水炉から高速炉に至る Pu

含有率の異なる使用済燃料を想定し、分配部を対象とした小型ミキサセトラのホット試験により、U,Pu を共回収

できることを確認しており、Npについても共回収するﾌﾛｰｼｰﾄを設定したので報告する。 

2. 抽出器の設定 

Pu 含有率の高い使用済燃料処理時の溶媒劣化を抑えるため、抽

出器には溶液滞留時間の短い遠心抽出器を用い、また、分配部に

おける有機相と水相の幅広い流量比（O/A 比）に適用させるため、

遠心抽出器には高抽出効率を保ち易い還流型を用いた（図 1）。 

3. U,Pu,Np共回収ﾌﾛｰｼｰﾄの設定 

分配部を対象としたﾌﾛｰｼｰﾄ検討を抽出計算コード(MIXSET-X)によ

り行い、Npを99%以上回収可能なU,Pu,Np共回収ﾌﾛｰｼｰﾄを設定した。 

① Pu含有率 1％：O/A比が高い Pu含有率 1％では、分配部の酸濃度が

高くなるため、Pu還元剤に U(IV)を用いる必要がある。この U(IV)

は供給段付近で溶媒に抽出され、U(IV)供給段より後段側に分布す

る。U,Pu,Np共回収の場合には、U(IV)供給段より前段側で HANに

より Npを非抽出性の Np(V)に還元することが有効となるため、U,Pu

共回収の場合よりも後段側の中段位置に U(IV)を供給することとし

た（図 2）。 

流量は、U,Pu,Np共回収の許容流量範囲が広く、Puリーク濃度が最

少となり、その中でも製品Pu/U比が高くなる条件を選定した（図3）。 

② Pu含有率 3％、5％：O/A比が 1％より低く酸濃度が低下するため、Pu

及び Np還元剤に HANを用いた。Pu含有率 3％では、Puの補助還元剤

として少量の U(IV)を中段位置に供給し、1％と同様に Pu リーク濃度

が最少となり、製品 Pu/U比が高くなる流量条件を選定した。 
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図 1  還流型遠心抽出器の概要 

※1 水相流量を1としたときのｳﾗﾅｽ流量 
 
図 3  MIXSET-X による流量条件の設定 
   （Pu 含有率 1％） 
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